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１． はじめに  

これまで筆者は一連の論稿（橋本, 2010, 2014, 

2017, 2018a, 2018b）においてポピュラー・ス

ポーツ（特にサッカーや野球）の観戦環境（ス

タジアム/アリーナ）は、時代の潮流や社会や社

会関係と同調あるいはネゴシエーションをしな

がら新設または改修が行われてきたこと、そし

てその際、スポーツ観戦空間は、経済的パワー、

政治的パワー、文化的パワーの重層的な交渉状

況によってさまざまな様態を現わすことを検証

してきた。そこでは主に日本及びドイツのスポ

ーツ観戦空間が複雑なパワー・ネットワーク（ハ

ーグリブス, 1993）に関わる少数のエージェン

トが、巧妙な戦略に基づいてヘゲモニーを行使

するさまが明らかにされた。 

本稿では、まずスポーツ観戦空間（特にここ

では観戦会場＝スポーツ・ベニューとその周辺）

の意味により深く迫るため、伝統的なスポー

ツ・ベニューの意味を検証する。次に、それを

踏まえた上で、変容する現代スポーツ・ベニュ

ーの実態を今課題で訪れたベニューを中心に詳

述し、最後に、未来のスポーツ・ベニューの行

方について、どのように発展/進化してゆくのか、

或いはどのようなポジティブな発展が考えられ

るのかをクリティカルに検討する。 

 

２. 伝統的スポーツ・ベニューとその意味 

筆者は前号（橋本, 2018b）において、イング

ランドのサッカー・サポーターが、伝統的にい

かに彼らの支援する地元サッカー・クラブとグ

ランド（スタジアム）に深い意味と感情的重要

性を持っているかについてトポフィリア（場所

愛）の概念を援用しつつ論じた。そこでここで

は、まずイングランドの伝統的スポーツ・ベニ

ューの意味を補足的にレビューした後、アメリ

カの国民的娯楽・ベースボールの伝統的スタジ

アムの意味について考察する。 

英国の伝統的スポーツ・ベニュー、特にサッ

カー・スタジアムの設計におけるプライオリテ

ィは、とにかく多くの人がスタジアムに入りゲ

ームを見ることを可能にすることであった

(Sheard, 2005)。当時、英国におけるスタジア

ムの多くはスコットランドの建築家 Archibald 

Leitch によって設計されたもので、マンチェス

ターシティーのメインロード・スタジアム(1923

年竣工)は 1934 年の FA 杯のストーク・シティ

ーとのホームゲームで 84,569 人という最多来

場観客数記録を作っている。大観衆を収容でき

るこのようなスタジアムは車社会が到来する前

に建造されたこともあり、駐車スペースがほと

んどなく、サポーターにとって試合に行くとい

うことは、スタジアムの周辺空間(パブ、ファス

トフード店、賭け屋、露店、路地や目抜き通り)

に焦点を当てるということであった (Kelsall, 

2000)。つまりスタジアムへの（またはスタジア

ム帰りの）行程における経験が大切なものであ

ったのである。数十年間、あるいは（クラブに

よっては）半世紀以上を通して、確立された試
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合の日のルーティンは、サッカーのサポーター、

路上販売員、騎馬警官、その他大勢が共同して

実践、パフォーマンスを繰り広げ、感覚的に独

特のカーニバル的雰囲気を作り上げていた。そ

してそれらは強度と意味において強弱はあった

が、周期的に生み出されていたのである。 

ベースボールが形を整えて広く普及していく

のは 19 世紀後半から 20 世紀初頭におけるアメ

リカ合衆国の目覚ましい経済成長と歩調を合わ

せている（杉本,1990）。19 世紀後半において

はベースボールの発展の担い手はアメリカのス

モールタウンの支配層である小規模な銀行家、

商人、製造業者等のミドルクラスであった。し

かし 20 世紀に入ると社会経済的な構造に変化

が生じ、大規模な製造業、ナショナルマーケッ

ト、大法人企業、金融資本主義といった要素が

いくつかの大都市にその経済的なパワーを集中

していく。そこで台頭してくるのがそれらに依

存するホワイトカラー/新しい中間層である。彼

らは町の隣人たりの評判より、産業社会や組織

における仕事によって自分たちの生き方をアイ

デンティファイさせようとした人々である。プ

ロのベースボールもまずは 10 の大都市で隆盛

した。そのプロセスにおいてスモールタウンの

幻像とそこでの倫理的な肉体の理想像「男らし

さ（男らしい肉体）」を、大都市のスタジアム

に浮かび上がらせ、懐かしい故郷を想起させる

意味を持っていた。そこはスモールタウンの緑

の芝のフィールドを再現した夢の舞台であった。

例えば、株式取引所関係者や官僚らのホワイト

カラーは午後 2 時～3 時に仕事を終え、3 時～4

時開始の試合を楽しんでいた。それは大都市に

生きる人間のアルカディア幻想、換言すれば大

自然の風景に囲まれた生活に一種のユートピア

を求める幻想を具現化する仕掛けとしての意味

合いがあったのである（内田,2007）。このよう

な新中間層が高度大衆消費社会（後期資本主義

社会）の訪れとともに、スタジアムにおける興

奮と熱狂の快楽を志向する群衆のひとりと化す

るのに時間を要しなった。その象徴が米国消費

社会のアイコン、ベーブルース（ lipsky,1981）

と「ルースの建てた家」とよばれるヤンキース

タジアムであった。大規模スタジアムの中で、

新中間層と呼ばれる人々は、家庭の規範や生活

基準、あるいは組織の行動基準、換言すれば「禁

欲」から離れて、他の階層や人種や性と混ざり

合い、消費主義における「快楽中心の肉体」の

理想像を追っていたといえる。 

 

３．現代スポーツ・ベニューの変容 

 伝統的スポーツ・ベニューにおけるスペクテ

イターの主な客層こそ違っていた（英国サッカ

ーはいわゆるワーキングラス、米国ベースボー

ルではアッパー・ミドルクラス）が、器の特徴

的には「巨大で観客の収容力を重視」という点

では同類であった。 

 しかし後期資本主義の社会構造、雇用形態、

社会階級等における著しい変容が、スポーツや

レジャーのあり様にも大きな影響を与えてきた。 

 多くの現代ポピュラースポーツとそのベニュ

ーの歩調を合わせた発展は世界中の先進資本主

義国にみられる。例えば、グルノー(Gruneau and 

Whitson, 1993)は戦後カナダで隆盛する都市化

とそれに伴う労働者の大都市または地方中核都

市への移動の注目している。この両者は「都市

近郊の高級住宅地化」と「フランチャイズ化し

たショッピングモールの激増を促し、多くのス

モールタウンにおける公営アイスホッケー場の

閉鎖や地方中核都市におけるメジャーリーグホ

ッケー・ベニューの開設へ導いた。また、ニー

ルソン(Neilson, 1995）は戦後の社会的・経済

的変化は北アメリカの現代ベースボールに影響

を与えてきたとし、次のように続ける。「1950

年代までに多くの北米の野球場は築 40 年を超

えて、アメリカのミドルクラスの富裕化と自動

車保有の増加に伴い、車社会化と郊外化が進展

し、多くの野球チームが郊外にそのホーム・ベ

ニューを移転させた。アメリカのミドルクラス

の人々は過密な街中を飛び出た上に、レジャー

やエンターテインメントのために町の中心部に

出かけることも気乗りではなかった」と。果た

して、郊外ショッピングモールの発展に伴い、

北アメリカのスポーツ・スタジアムは街中から

離れた幹線道路網上の立地を選び始め、それは

他の娯楽施設やエンターテインメント施設と近

距離に建造されてゆく。1960 年代になると 50

年代から本格的に普及したテレビ放送の影響を

受け、生観戦の客足が減少傾向になったことも

この郊外化の傾向を加速させた。そこでは風雨

にさらされず、テレビ同様の映像と音響が体感
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できるような機能を備えたスタジアムが次々と

誕生した。それらはどれも特徴のないすり鉢形

の外観、人工芝、多種目対応等、同じような機

能を保持し、その無機質で味気ない佇まいから、

コンクリート・ドーナツ、あるいはクッキー・

カッター・スタジアム（敢えて日本語にすると

「金太郎飴スタジアム」）と揶揄されていた。

同時期にはヒューストンのアストロドーム（図

１）を先駆けとしてドーム型スタジアムも多く

建設された。その流れに乗り遅れること 20 年以

上、日本でも東京ドームや福岡ドーム＝現ヤフ

オクドーム（図２）等も造られている。これら

は、屋根による風雨の悩み解消、大スクリーン

によるテレビに似た映像の楽しみを提供したが、

一方で、（人工芝による）選手の体への負担増

加、ファウルゾーンが拡大されたことに起因す

る臨場感の減少、狭いコンコースと席サイズ、

数少ないトイレへ等、多くの低評価をもたらし

た。 

 

 

図 1 アストロドーム 

 

 

図 2 福岡ドーム（2018 年 9 月時点：ヤフオクドー

ム） 

 

その後のヨーロッパのサッカー・スタジアム

や北米の野球場に押し寄せた改革の波の概要に

ついては本年報第 39 号（橋本, 2017）において

時代背景とともに記したので、ここではそれら

の有する特徴の実態について具体的に示してゆ

くことにしたい。 

 まずは自然環境的な意味でのサスティナビリ

ティである。1976 年、第 12 回冬季オリンピッ

ク開催予定のアメリカ・デンバー市が環境保護

団体の強力な抗議活動に遭い、大会を返上して

後、スポーツ・ベニュー建築も折に触れ、同様

の抗議活動に遭遇することとなっている。英国

ブライトン郊外のファルマー・コミュニティ・

スタジアムは周辺のイングランドらしい自然景

観を損ねる危惧を抱いた人々の抵抗(Barrett, 

2007)にあい、建築反対派との 14 年に及ぶネゴ

シエーションの末に 2011 年にようやく完成に

こぎ着けた。本年報第 40 号で取り上げたドイ

ツ・フライブルグの事例（橋本, 2018）では約

10 年、日本でも、2020 年に竣工予定の京都スタ

ジアム[仮称]（図３）も新設計画が具体化して

くる 2006 年頃からやはり 10 年以上に亘り、自

然環境、あるいは美しい自然景観とどう折り合

いをつけるかをめぐってネゴシエーションが繰

り広げられていた。 

  

 

図 3 ＪＲ亀岡駅に隣接して建設が進む京都スタジ

アム［仮称］（2019 年 3 月時点） 

 

エコ仕様という点においても様々な工夫がみ

られる。オーストラリア・メルボルンの AAMI

パーク（図４－１、図４－２）のユニークで美

しい外壁はその代表例である。その素材はアル

ミとガラスの 2 種類の三角パネルとバイオフレ

ームと呼ばれる全長 21 ㎞に及ぶ雨樋で構成さ

れている。屋根全体に張り巡らされた雨樋は
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8000 ㎥もの雨水を地下に溜め込むことができ、

水洗トイレと天然芝への散水に利用されている。

またその主な素材をアルミとガラスにしたこと

によって、スチール使用量を従来比で 50％削減

したという。さらに LED の特殊な照明システム

も従来の投光照明に比して 1/10 の電力で済み、

様々な局面において環境に優しいものとしてい

る（AAMI Park, 2019）。 

 

 

図 4-1 メルボルン AAMI パークの外観 /昼 

 

 
図 4-2 AAMI パークの外観/夜：メルボルン・ヴィ

クトリーFC のクラブカラー・紫 

 

また現代スポーツ・ベニューは経済的サステ

ィナビリティも問われている。1 年 365 日のうち、

プロ野球場では 280 日、サッカー・スタジアム

では 300 日以上は試合がなく、ほぼ収益が上が

らないため、その改善が積極的に行なわれても

いる。まずベニュー・デザインにおいてクラブ

シートやエグゼクティブ・スィート・ボックス

（あるいはスカイボックス）と呼ばれる特別観

覧室等を設けて高額支出する企業顧客をターゲ

ットに置く戦略が普及してきている（図５）。

通常、このような部屋を 30 室―50 室備え、さら

にクラブラウンジ（図６、図７、図 8）もパーテ

ィ・会議用に日常的に貸し出し稼働させること

によって億単位での収益が見込まれるようにな

っている。 

 

図 5 AAMI パークのエグゼクティブ・スィート・ボ

ックス 

 

 

図６ ロッド・レーバー・アリーナ（メルボルン）

の VIP ラウンジ 

 

図 7 BBVA COMPASS スタジアム（ヒューストン）

のゴール裏クラブラウンジ 

 

図 8 アリアンツ・スタディオン（ウィーン）のク

ラブラウンジ（最大 2000 名収容） 
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 アイデンティティやプライドを喚起するため

の工夫が様々な様式で表現されてきていること

も現代スポーツ・ベニューの大きな特徴といえ

よう。前出の AAMI パークは、古代ギリシャか

ら勝者に授けられてきた月桂樹の冠をイメージ

させる外観を誇り、2012 世界スタジアム会議に

おいて「最もアイコニックで文化的価値あるデ

ザイン賞」を受賞している（AAMI  Park, 2019）。 

 近年はグッズや席やグルメ（図９）だけでな

く、ベニューのあらゆるパーツにクラブカラー

を配して、ファンのアイデンティティを刺激・

アピールする傾向にある（図４-２、図１０）。 

 

図９ ノエビアスタジアム神戸の観覧席とスタジア

ム・グルメ 

 

 

図 10 緑を駆使したラピド・ウィーンのアリアン

ツ・スタディオンの外壁と常設バー 

 

 外観だけでなくインテリアや着席した時に開

ける景色/景観に配慮するスタイルも増加して

いる。敢えて客席数を縮小して、各都市が自慢

の自然、名所、高層ビル群等が客席から楽しめ

るようにするものである（図 11、図 12）。ただ

し、この借景を用いる手法については（特にサ

ッカーにおいては）非日常的で一体感のある劇

場空間の創出には不適切という考え方の下、敢

えてスタジアム周辺を見えないようにする手法

も顕在化していて、二極分化しているといえる。 

 

図 11－1 小倉の海を借景にしたミクニワールドス

タジアム（北九州市） 

 

図 11－2 小倉の海を借景にしたミクニワールドス

タジアム（北九州市） 

 

図 12 外野席を縮小し、高層ビルを借景としたサン

ディエゴのペトコパーク 

 

４、スポーツ・ベニューの未来 

 これまで紹介した現代スポーツ・ベニューは、

Ouroussoff（Ouroussoff, 2005）が「ほとんど

の新スタジアムは後期資本主義の価値を映し出

している・・・それらは企業向けエグゼクティ

ブ・ボックスと多くの売店を有し・・・確固た

る階級ヒエラルキーと大衆のメンタリティの奇

妙なブレンドを呈している」と記した様相とな

っている。このような状況は、余程の社会的な

パラダイム変革が生起しない限りは継続してゆ

くであろう。それぞれの社会体制が民主主義で

あろうが、中東のような世襲的君主制または独

裁制であろうが、スポーツ・ベニューは都市の

生成と再開発を担う世界共通のツールであり続

けるだろう。日本においてもいくつかその萌芽

をいくつかみることができる。 

ジャパネットホールディングスの立ち上げた

「長崎スタジアムシティプロジェクト」

（PRTIMES,2018）はその代表例である。長崎駅

の北側に位置する長崎スタジアムシティは、サ

ッカースタジアムに沿ってホテル・マンショ

ン・オフィス・マーケットが配置される大型多

機能複合型の都市生成・再開発構想である。長
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崎市をホームタウンとする V・ファーレン長崎の

親会社・ジャパネットホールディングスは２０

１８年１１月、三菱重工との間で、長崎造船所・

幸町工場跡地（図 13）の売買契約を正式に結び、

新スタジアム構想の実現に向けて大きく舵を切

った。 

 

図 13 長崎造船所・幸町工場跡地  

 

V・ファーレン長崎のこの契約は、構想から用地

取得まで異例の速さで実現したという意味で画

期的である。民主導によるこのような事業スキ

ームは、官主導に比べ優先交渉権決定から跡地

のパース公表に至るまでスピード感が違う好例

である。タスクフォースも早々に組織されてい

たと思われる。官主導は予算や手続きの都合上、

「今年度中に」が決まり文句となったり、行政

側に決定権がある中で、クラブや協議会と首

長・当局との考え方が乖離して遅延するケース

も多い。この点で前号で取り上げたフライブル

ク新スタジアム政策決定プロセス（橋本、2018）

やサンフレッチェ広島（注１）の新スタジアム政

策決定プロセスとは対照的である。 

 また、テクノロジカルな技術革新が進展し続

ける状況において、「多様性」や「ハイブリッ

ド化」が容易になり、キー・コンセプトになっ

ていくであろう。シカゴのジョン・ハンコック・

センターが魁となり、超高層ビルは、ここ数十

年の間にオフィス（単一）機能ビルからからマ

ンション、レストラン、ショップ、病院、スイ

ミング・プール、場合によってはアイススケー

トリンク等も含むものとなってきている。近年、

スタジアムにもスポーツ以外の様々な機能を持

たせるポテンシャルが存在することを証明する

事例が出てきている。シンガポールの「アワ・

タンパインズ・ハブ」（図 14、図 15、図 16）は、

スタジアム周りにショッピングモール、レスト

ラン、劇場、多目的広場、体育館屋上コミュニ

ティ菜園、図書館、市役所等を備えた巨大施設

である。そこでは専門家のみならず、スポーツ

無関心層を含めた周辺居住者が設計過程で共同

参画したという点で示唆に富むものである。 

  

 

図 14 アワ・タンパインズ・ハブのピッチに面した

図書館ロビー（左）とスタジアム周り 

 

 

 

図 15 アワ・タンパインズ・ハブの多目的広場のス

テージ 

 

 

図 16 アワ・タンパインズ・ハブのコンコース（ジ

ョギングコース兼用）に設置された案内板 

 

さらに技術革新の波は建築素材とその工法に

影響を与え、新たな可能性を提供する。急速に

普及し始めたポリカーボネート、熱可塑性フッ
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素樹脂の PTFE（図 17）や ETFT、耐火重量木材等

の先進機能性は、伝統から導きだされた経験知

と融合し、新たな形状だけでなく、ライティン

グ（照明）、音響、空調システムの進歩にも大

きな影響を及ぼすであろう。人間の視覚、聴覚、

触覚に訴えかけ、共振させ、楽しませる仕組み

が洗練・構築されてゆくだろう。 

 

 

図 17 先進ファブリック (PTFE)の屋根を降下させ

臨場感・劇場感を増す仕掛があるバンクーバ

ーの BC プレイス・スタジアム  

 

 スポーツ・ベニューはこれからも喜怒哀楽等

の諸感情、政治的野望、文化社会的価値/イデオ

ロギーを反映させながら、これまで変容させて

きた諸パワーをもって、これまで以上のスピー

ディな工期で建造され、デザインもより洗練さ

れて行くであろう。その際、ファンやベニュー

に関わる人にとって意味のある空間とは、これ

まで述べてきたように場所への愛着（トポフィ

リア）が湧くか否か、家あるいは家族的感情、

さらには神聖な感情を抱けるか否か、がポイン

トとなる。そこでは諸感覚（五感）へのアピー

ルとその共振/共鳴が重要で、この点でも新テク

ノロジーが大きな役割を担ってゆくであろう。 

 2014 年、「生まれてから死ぬまでファンでい

てくれる人のために」のスローガンの下、ブラ

ジル・コリンチャンス・フットボール・クラブ

は、ホーム・スタジアムのアリーナ・コリンチ

ャンスの中に 70000 世帯用の共同埋葬スペース

を備えた施設を設ける計画を表明した（Montes, 

2014）。そこではウィーンでみた（橋本, 2017 ）

スタジアム内洗礼室と合わせ、サポーター/ファ

ンにとっての究極のクラブ/ベニューに対する

アイデンティフィケーションの姿をみることが

できる。 

以上、検証してきたように、急速に変容・進

化する社会において私たちは、スポーツ・ベニ

ューが今後ともひとつの文化として人々の生活

を豊かにし続けるポジティヴな存在になるべく、

それをクリティカルに見守っていくスタンスが

一段と重要になってくるであろう。 

 

（注１） サンフレッチェ広島の新スタジアム候補地

は、約 10 年に亘って紆余曲折・迷走したが、

2019 年 2 月 6 日時点で、候補の旧市民球場

跡地、広島みなと公園、広島中央公園から、

広島中央公園（図 18）に絞り込まれている

が、近隣の基町住民の反対運動もあり予断を

許さない状況という（ひろすぽ!, 2019）。 

 

図 18 広島中央公園から基町  

高層アパート方面を望む 
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